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、

二
、

三
、

四
、

五
、

六
、

京
都
大
学
基
督
教
学
会
規
約

本
会
は

京
都
大
学
基
督
教
学
会

と
称
し
、
事
務
局
を
京
都
市
左
京
区

吉
田
本
町
　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
キ
リ
ス
ト
教
学
研
究
室

に

置
く
。

本
会
は
基
督
教
学
研
究
の
進
展
を
目
的
と
す
る
。

本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
以
下
の
事
業
を
行
う
。

（
一
）
研
究
発
表
会
、
講
演
会
な
ど
の
開
催

（ID
学
会
誌

『基
督
教
学
研
究
』
の
発
行

（
三
）
内
外
の
研
究
機
関
及
び
研
究
者
と
の
相
互
交
流

（四
）
そ
の
他
の
必
要
な
事
業

本
会
は
基
督
教
学
の
研
究
に
従
事
す
る
者
、
も
し
く
は
本
会
の
趣
旨

に

賛
同
す
る
者
を
も
っ
て
会
員
と
す
る
。
入
会
は
委
員
会
の
承
認
に

よ
る
。

本
会
の

経
費
は
、
会
費
、
寄
付
金
、
そ
の
他
の
収
入
を
も
っ
て
こ
れ

に
充
て
る
。

会
員

は
年
会
費
五
千
円
を
納
め
る
も
の
と
す
る
。
会
員
の
う
ち
年
額

一
口

五
千
円
を
二
口
以
上
納
め
る
も
の
を
維
持
会
員
と
す
る
。

本
会
の

運
営
の
た

め
に
次
の
委
員
を
置
く
。
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員
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監
事
は
会
員
の
間
か
ら
選
出
し
、
任
期
を
二
年
と

　
　
し
、
再
選
を
妨
げ
な
い
。

七
、
本
会
は
毎
年
総
会
を
開
き
、
会
計
及
び
一
般
報
告
を
行
い
、
必
要
事

　
　
項
を
協
議
す
る
。

八
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本
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約
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委
員
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発
議
に
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づ
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総
会
に
お
い
て
変
更
す
る
こ

　
　
と
が
で
き
る
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『基
督
教
学
研
究
』
投
稿
規
定

一
、

寄
稿
者
は
本
学
会
員
に
か
ぎ
る
。

二
、
内
容
は
未
発
表
の
学
術
論
文
で
あ
る
こ
と
。
採
否
な
ら
び
に
掲
載
の

　
　
時
期
は
、
査
読
委
員
に
よ
る
査
読
の
報
告
に
基
づ
き
、
編
集
委
員
会

　
　
が
決
定
す
る
。

三
、
寄
稿
原
稿
は
、
論
文
に
つ
い
て
u
四
O
O
字
詰
原
稿
用
紙
四
〇
～
五

　
　
o
枚

（註
・
図
表
な
ど
を
含
む
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当
、
研
究
に
つ
い
て
は
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相
当
と
す
る
。

四
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稿
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の
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細
目
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査
読
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査
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定
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つ
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。

五
、
寄
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原
稿
に
は
、
欧
文
タ
イ
ト
ル
、
執
筆
者
欧
文
氏
名
を
付
記
す
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こ
と
。

六
、
原
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採
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さ
れ
た
場
合
、
執
筆
者
に
は
抜
刷
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を
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す
る
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ア
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本
誌
の
御
註
文
は
、
最
寄
の
キ
リ
ス
ト
教
書
店
、

も
し
く
は
、
右
記
、
京
都
大
学
基
督
教
学
会
（
振

pm

O
1
O
三
〇
ー
五
－
七
二
〇
七
）
へ
、
送
料
と

も
I
七
I
O
円
（
本
体
価
格
一
五
〇
〇
円
、
送
料

二

一
〇
円
）
を
添
え
て
お
申
込
み
下
さ
い
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